








要約:神戸市の養護学校及び通園施設に通っている児とその家族を対象にアンケート調査

を行い、488 家族から回答を得た。1)障害児の家族では、子供の異常行動や身体条件のた

めに一般避難所での生活は不可能な場合が多く、障害児(者)のための避難システムを確立

しておくことが重要と考えられた。2)在宅障害児(者)は、常に医療を必要とするものが多

く、家族に医療内容を十分に熱知させる必要性が求められた。3)年長障害児(者)のための

作業所や訓練施設も大きな被害をうけており、これらの施設への継統的な援助が望まれた。

4)今回の震災に際して、 『人間関係の大切さ』   『人の心暖かさ』を痛感したとの指摘

が多かった。日本社会のもつこの長所を生かしながら、長期的な視点に立った支援を行う

ことが望まれた。


